
電子処方箋について 
 

１ 電子処方箋とは 

  電子処方箋は既存の電子カルテやレセプトコンピュータ等のシステムを改修し、

オンライン資格確認等システムと併せて電子処方箋管理サービスを導入し、従来

の処方箋を電子化する仕組みである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電子処方箋の構成図 

２ 電子処方箋でできるようになること 

（１）医療機関及び薬局の双方において、患者がマイナ保険証で受付し、患者本人

の同意を得た場合は、医師・薬剤師は、オンライン資格確認等システムで参照

できる情報に加え、複数の医療機関や薬局を跨いだ直近の処方・調剤情報を閲

覧でき、さらに、それらの薬剤との重複投薬・併用禁忌を自動で検知できるよ

うになるため、医療上の安全性向上が図られる。 

（２）患者の薬剤情報の確認、疑義照会や処方内容の入力に要する時間の削減によ

り、医師・薬剤師の負担軽減が期待できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料４ 

重複投薬・併用禁忌のチェック画面イメージ 



 

３ 電子処方箋の導入状況（令和６年１２月８日時点） 

申請状況 病院 
医科 
診療所 

歯科 
診療所 

薬局 合計 

運用開始施設数 5※３ 133 4 785 927 

導入率※１ 3.9％ 10.0％ 0.4％ 67.6％ 25.7％ 

<参考>県内施設数※２ 129 1,329 983 1,162 3,603 

<参考>全国導入率※１ 3.0％ 7.6％ 1.0％ 57.1％ 19.6％ 
※１ 全施設のうちオンライン資格確認システム導入済施設に占める割合 

※２ 全施設のうちオンライン資格確認システム導入済施設 

※３ 県内の電子処方箋導入済病院  

   ①気仙沼市立病院 ②塩竃市立病院 ③石巻市立病院 ④仙台市立病院 ⑤石巻赤十字病院 

  

４ 宮城県電子処方箋の活用・普及促進費補助金 

  社会保険診療報酬支払基金による電子処方箋管理サービス導入費用に係る補助

金の交付決定を受けた県内の医療機関や薬局に対し、施設種別に応じ、当該導入

費用の４分の１または６分の１を上乗せして補助するもの。 

  県では、医療政策課と連携し、１１月１日から「宮城県電子処方箋の活用・普

及促進事業」を開始した。 

 

申請区分 
大規模病院 

(200 床以上) 
病院 診療所 

大型チェーン

薬局 
薬局 

①初期導入 81.1 万円 54.3 万円 9.7 万円 9.7 万円 9.7 万円 

1/6 1/6 1/4 1/4 1/4 

②追加機能※ 22.6 万円 16.7 万円 6.1 万円 6.4 万円 6.4 万円 

1/6 1/6 1/4 1/4 1/4 

③初期導入 

＋追加機能※ 

100.3 万円 67.6 万円 13.5 万円 13.8 万円 13.8 万円 

1/6 1/6 1/4 1/4 1/4 

 

 ※追加機能：リフィル処方箋、口頭同意による重複投薬等チェック結果の閲覧等 

 

 

表の上段は補助上限額、下段は補助率 


